
令和 7年度 第 2回 リーダー職員研修会 フォローアップ研修会 

日時：令和 8年 2月 27日（金）13：30～17：00 

場所：水俣環境アカデミア 4階セミナー室 

司会・進行 岩井局長 

 

研修「リーダー職員研修会 フォローアップ研修会」 

  （部下と組織を導くリードマネジメント ～5つの技術と原理原則について～） 

講師：美里在宅支援事業所 代表取締役 一川 大輔氏 

 

 主旨 

 このネットワークで、福祉・医療従事者向けに研修を行っているか・・・ 

 水俣病という歴史を経て、「誰もが安心して暮らせる地域づくり」を目指し、地域の医療・福祉力 

の向上の為に、ネットワークがするべき研修をメンバーで話合いながら開催している。  

 

自己紹介から（所属・今の気持ちなど） 

アイスブレイク・・・3つの事例に対して思ったことを付箋に書き出す。 

一つの事例でも、いくつも解釈があるが、自分の解釈を正しいと思い込み、相手を裁いてしまうこ 

とがある。 部下を活かすための新しい「眼鏡」を手に入れたらチームはどう変わるかヒントを今 

から探していきたい。 

 

「アクティブ・ブック・ダイアローグ（ＡＢＤ）」という手法 

一つの本をみんなで会話をしながら気づきを得ていく手法（答えはない） 

各現場に戻ったときに使いやすいし、共通言語があると色んなことが進みやすい 

一つの本を、参加者みんなに振り分ける（1人につき 10～20ページ） 

読んで要約する（出来る限り短く・順番に貼りだす・自分のところの紹介）※50分程度 

ポイント 

〇 完璧でなくていい、自分の解釈でまとめる 

〇 わからないところがあっていい 

〇 大きな字で簡潔に書く 

 書いた紙を貼りだす→要約をプレゼンしていく（担当したページも一緒に発表） 

 他の参加者は、話を聞きながら、心に刺さったフレーズ・キーワードを書き出す 

 グループワークしてシェアする。 

 対話 1 冒頭に事例を他にどんな風に解釈しなおせるか 

 対話 2 今のチームの課題が 100％自分にあるとしたら、明日からどんな「解釈」をし、どんな 

     「行動」を選択するのか 

 対話 3 現場で明日からどう実践していくのか 

 それぞれを、発表していく。 

 すべての結果は自分から生まれている→100％自己責任と捉える→自分が源 

 環境や人のせいにせず、自分の思考と行動を変えていくことの積み重ねが、より良くしていくこと 

 に繋がると思っている。 

                             

 



                                                                                                                                    


